
科 7）では、食生活に関する内容の充実を図るため、食事
の役割や栄養を考えた食事のとり方、調理などの学習活
動を一層重視することなどにより、基礎的・基本的な知
識及び技能を身に付けさせるとともに、活用する力の育
成に重点がおかれることとなった。
　そこで、本研究では小学校家庭科において基礎的・基
本的な知識及び技能の定着を図る指導のあり方を求め、
食生活領域を取り上げ授業実践によって、検証すること
にした。
　まず1998年と比較して2008年改訂の小学校学習指導要
領における食生活領域の改善の趣旨を分析した。
　次に、「ご飯とみそ汁の調理」を題材として授業を実
施し、特にみそ汁の調理での基礎的・基本的な知識・技
能の定着を図る指導を工夫することにした。具体的には、
島根大学教育学部附属小学校 5年生を対象に米飯及びみ
そ汁を題材として授業実践を行い、この題材で児童の知
識や技能の定着を図るとともに、各家庭で家族の実態に
応じたみそ汁を考え、調理しようとする実践的な態度を
育てるため、調理実習の回数の違いによる内容・方法を
工夫した授業を通して、学習効果を明らかにしたので報
告する。

Ⅰ．目　　的
　
　近年、日本人の食生活は米・野菜・魚を中心とした伝
統的なパターンから、肉・乳製品・鶏卵・油脂などを多
く摂取する欧米型のパターンに大きく変化してきた。加
えて、食べたい物を食べたい時に食べたいだけ食べると
いう、一見豊かな食生活が実現してきている 1）。しかし、
独立行政法人日本スポーツ振興センターによる児童生徒
の食生活実態調査 2）をみると、朝食については欠食や
孤食が顕著であること、野菜嫌いという偏食による栄養
バランスの乱れなどが生じている。これらに起因する子
どもの生活習慣病が顕在化しており、真に豊かな食生活
が営まれているのかの疑問を持たざるを得ない状況にあ
る。
　食生活は、成長・発達や健康の維持・増進に関わるだ
けでなく、基本的な生活習慣の形成や食を通しての家族と
のコミュニケーションなどに影響を与えるものであり 3）、
食の学びの重要性が益々高まってきている 4）5）。小学校
5・ 6年生の家庭科学習に関する意識と家庭生活におけ
る実態の全国調査によると 6）、学習したことを家庭で実
践したり、できるようになったりしたことの中で、料理
を作ることは最も多くなっており、学習効果が高い内容
であった。食育基本法の制定や食育推進計画の策定を受
け、2008年 3月に改訂された小学校学習指導要領の家庭
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び技能として、「米飯の調理」は、米の洗い方、水加減、
浸水時間、加熱の仕方、蒸らしなど、固い米が柔らかい
米飯になるまでの一連の操作や変化を実感的にとらえ、
炊飯ができるようにすることとしている。また、「みそ
汁の調理」では、だしのとり方、中に入れる実の切り方
や入れ方、みその香りを損なわない扱い方などを調べ、
みそ汁を調理することができるようにすることである。
　今回の「みそ汁の調理」の授業では、基礎的・基本的
な知識及び技能として、だしのとり方、みそ汁を作る相
手を考えた実の選び方や切り方、食材の特性を考えて実
を入れることやみその香りを損なわないようにみそを入
れるタイミングを考え、みそ汁を調理することとした。

Ⅲ．授業研究の方法

1．調査対象・・・島根大学教育学部附属小学校 5年生
の 3クラスの計78人。

2．調査方法・・・ご飯とみそ汁の題材において、調理
実習を重視して 8時間行う実習重視群と 4時間の実
習を行う統制群の 2つのグループに分けて、授業実
践を行い、各々の時間数による学習効果を比較検討
した。

3．調査時期・・・平成22年10月14日～11月30日。
4．調査内容・・・竹吉昭人による授業を対象とし、ご
飯とみそ汁の各小題材の授業前後に、学習意欲、理
解度や感想などのアンケート調査を行った。

Ⅳ．学習指導計画

１．５年生の食生活領域の指導計画
　 5年生で学習する食生活領域の指導計画は、表 2と表
3の通りである。

Ⅱ．小学校学習指導要領家庭科の改訂による
食生活領域の改善の趣旨とご飯とみそ汁の

調理における基礎・基本

　1998年及び2008年改訂の小学校学習指導要領家庭科の
食生活領域構成の特徴を明らかにする。
　表 1に示したようにまず、1998年改訂の小学校学習指
導要領では、「食事への関心」、「簡単な調理」という内
容項目であったのに対し、2008年改訂では「日常の食事
と調理の基礎」にまとめられた。さらに、「食事の役割
と日常の食事の大切さ」、「楽しく食事をするための工夫」
という学習項目が新しく導入された。また、身体に必要
な栄養素の種類と働きについての学習項目が10年ぶりに
復活した。このような改善によって、家族の一員として
自覚をもった生活を実感することができたり、食事の役
割や栄養を考えたりする食事の摂り方の学習により、生
活や学習の基盤となる食育につなげることが計画され
た。また、身体に必要な栄養素の種類と働きについての
学習項目は、中学校で学習する五大栄養素の基礎的な事
項に当たり、小学校と中学校での栄養素についての学習
を体系的に進めることになった。
　家庭科の題材は、地域や学校の実態に応じて弾力的な
指導を行うようになっているが、米飯及びみそ汁は我が
国の伝統的な日常食であるため題材として指定されてい
る。また、みそ汁はゆでる学習項目の基礎的な力を身に
付けるために有効な題材であり、みそ汁の実を工夫する
ことによって栄養の学習につなげることもできるため、
この題材を教材として選び、学習効果を分析することに
した。
　本授業における基礎的・基本的な知識及び技能の捉え
方として、次のように考えた。
　学習指導要領においては、基礎的・基本的な知識及

表１　1998年と2008年改訂の小学校学習指導要領家庭科の比較
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表２　年間学習指導計画（実習重視群）

表３　年間学習指導計画（統制群）
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ゃがいもを扱い、食材の特性によってゆで方を変えるこ
とを学習した。この時は、包丁の扱い方や切り方などの
指導を併せて行なった。
　続いて、自分の食生活を見直すため、「食事の役割を
考える」学習を行った。この後、食事の役割について学
んだことを生かして、ご飯とみそ汁の調理の中で栄養の
バランスを考えさせた。最後に、ご飯とみそ汁の実習を
行った。ごはんとみそ汁は、日本の伝統的な日常食とし
て扱うことになっており、日本型食生活の基本パターン
である。食事の基本を理解する内容として、 5年生の 2

学期に学習することにした。このような取扱いによって、

　「ゆでる学習」、「食事の役割を考える」と「ご飯とみ
そ汁の調理」という 3つの題材に分けて構成した。さら
に、「ご飯とみそ汁の調理」では、「ご飯とみそ汁のよさ
を考える」と「思いをこめたおいしいみそ汁づくりをす
る」の 2つの小題材で構成することとした。
　まず、 5年生の最初には、「ゆでる学習」を取り上げ、
白玉だんごを作った。これは児童にとって最初の調理実
習であるため、ガスコンロを使って湯をわかし、その沸
かした湯でお茶を入れて、白玉だんごを食することであ
る。その後、さらに発展させてゆでる学習の定着を図る
ため、沸騰した湯でゆでるほうれん草と水からゆでるじ

表４　ごはんとみそ汁について学習したいこと
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　これらのことから、ご飯とみそ汁の学習の中で児童は、
単に作り方だけでなく、調理科学、歴史や食文化など総
合的に学びたいと思っていることがわかった。
　これらのことより、ご飯とみそ汁を実際に作るという
実践的な学習のみではなく、ご飯とみそ汁に関わる科学
や文化を取り扱う工夫によって、学習意欲をさらに高め
ることが可能だと思われる。

Ⅴ．結果と考察

　児童に身に付けさせたい基礎的・基本的な知識及び技
能として、「だしのとり方」、「みそ汁の作る相手を考えた
実の選び方や切り方」、「食材の特性を考えて実を入れる
こと」や「みその香りを損なわないようにみそを入れる
タイミングを考え、みそ汁を調理すること」とした。こ
れらの観点から、理解度や関心・意欲などについて尋ねた。

１．みそ汁の作り方の理解度
　みそ汁の作り方を理解しているかどうかのポイントと
して、「だしの取り方」、「実の選び方」、「実の切り方」、
「実を入れるタイミング」、「みそを入れるタイミング」
の 5項目を取り上げ、それぞれの項目について 5段階の
評定尺度によって得点化した。すなわち、「よくわかっ
た」ものを 5点、「まあまあわかった」 4点、「どちらで
もない」 3点、「あまりわからなかった」 2点、「全然わ
からなかった」 1点である。実習重視群と統制群の各項
目の理解度の得点は、表 5の通りである。

　表 5より、実習重視群のみそ汁の作り方の 5項目をみ
ると、「だしの取り方」が4.7点と最も高得点であった。
これ以外はいずれも4.5点であり、項目間にほとんど差異
がなく、理解度は高いものと考えられる。
　これに対して、統制群で最も得点が高いのは、「だし
の取り方」の4.7点であり、次が「みそを入れるタイミング」
の4.6点であった。「実の選び方」と「実の切り方」につ
いては、いずれも4.2点で、他の項目と比較すると、やや
得点が低かった。
　実習重視群と統制群の得点に違いがあるかどうかを確
認するため、 t検定を行ったところ、いずれの項目にお
いても有意差は認められなかった。両群間には、理解度
を示す得点の違いはあるものの、そう大きな差異ではな
く、みそ汁の作り方については、総じて理解度が高く、
基礎的・基本的な知識及び技能はほぼ身についたものと
思われる。

1食分の食事作りやさらに家庭での食事作りの実践に活
かすことができると考えた。学習指導要領によると、 5

年生の社会科では我が国の農業について学習するように
なっており、その中で、食料生産や食料生産物として米
について取り扱う。本研究対象である島根大学教育学部
附属小学校の 5年生は、総合的な学習の時間に田植えや
稲刈りを体験し、さらに収穫したもち米を利用してもち
つきを行うという学習活動を行っている。このようなこ
とからも、米の栽培、もちつき体験そして家庭科におい
て米を調理して試食をするという、米を核にして総合的
に学習できる段階が 5年生であることも考慮した点であ
る。

２．「ご飯とみそ汁の調理」の指導計画
　ご飯とみそ汁の実習をどのように行うかについては、
数人からなる班で共同してご飯もみそ汁も作るというの
が一般的である 8）。本授業実践ではみそ汁を調理する際
に、一人実習を取り入れることにした。それは一人実習
を行うことによって、これまでに実習経験の少ない児童
が主体的に取り組めるように、また基礎・基本となる技
能の習得を容易にするためである。
　「ご飯とみそ汁の調理」において調理実習の回数によ
る技能の定着について検討するため、調理実習を 4回の
計 8時間行うという実習を重視した実習重視群と調理実
習を 2回の計 4時間行う統制群の 2グループに分けて、
調理実習の回数（時間）による理解度や興味・関心・意
欲などの違いを明らかにすることとした。具体的には、
実習重視群は、班で行う調理実習をご飯とみそ汁に分け
てそれぞれ 1回ずつ行った後、みそ汁の一人実習を 2回
行った。一方、統制群の方は、ご飯とみそ汁を班構成で
作ることと、みそ汁の一人調理を 1回行った。

３．児童の実態
　基礎的・基本的な知識及び技能の定着をより一層図る
には、児童の興味・関心・意欲が鍵となる。そこで、授
業前にご飯とみそ汁について学習したいことを自由記述
によって求めたアンケート調査の結果が、表 4である。
　表 4から、実習重視群と統制群のどちらの群も最も多
いのが、「ご飯やみそ汁の作り方」、「みその入れ方・溶か
し方」など、ご飯やみそ汁の「作り方」について学習し
たいというものであった。その割合は実習重視群が62.5

％、統制群が44.6％であった。続いて、両群とも約10％
の児童が「栄養について」の学習であった。少数ではあ
るが、「実の組み合わせ」や「実の種類」など、みそ汁
に入れる実について学習したい児童や「ご飯はどのよう
にしてやわらかくなるのか」、「ご飯の炊飯器の中の変化」
など、ご飯についての疑問を知りたい児童がいた。統制
群の中には、「ご飯とみそ汁の相性の良さ」、「ご飯やみそ
汁の良さ」といったご飯とみそ汁という組み合わせの良
さについて学習したい児童や「なぜ伝統食として残って
いるのか」、「ご飯の歴史」といったご飯やみそ汁の食文
化やその歴史について学習したいという児童もあった。

表５　みそ汁の作り方の理解度
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であり、「少し自信を持って作れる」のは、実習重視群
は44.0％、統制群では48.0％であった。これら程度の差
はあるものの自信を持って作れるというものは、実習重
視群では100.0％すなわち全員となった。統制群では88.0

％であり、自信を持ってみそ汁を作ることができるとす
るものは、実習重視群の方が多かった。
　実習を繰り返すことによって、みそ汁を作るという自
信が生じてきたものと考えられる。

４．みそ汁の調理の感想
　一般的なみそ汁と家族のためのみそ汁作りを終えた
後、児童はみそ汁作りについてどのような感想を持った
かを、自由記述によって求めた。特に実習意欲という点
と全体的な捉え方という 2つの面から分析した。
⑴実習意欲

　表 8より、「また家でもみそ汁を作りたい」や「この
調子で家でもおいしいみそ汁をつくりたい」というよう
な、「家庭での実践意欲」を示す記述をした児童は、実
習重視群と統制群ともに約20％であり、ほとんど違いが
なかった。次に、実習を行った中で、「にんじんをもっ
と早く入れればよかった」とか「もっと厚く切りたい」
というような、今後の実践に向けての課題を記述してい
る「課題の発見」が見られる児童の割合は、実習重視群
は16.0％、統制群は6.0％に過ぎず、全体としてそう多く
はないものの、実習重視群の方が10％多い結果となった。
　さらに、「みんなからおいしいと言われてうれしかっ
た」、「とてもおいしく作れたし、自信がもててよかっ
た」、「みんなにもおいしいねって言われたし、前よりう
まくつくれてよかった」というような感想からみられる、
みそ汁作りに自信を持つことや達成感を感じている児童
は、実習重視群が84.0％、統制群が78.0％と実習重視群
がやや多いものの、そう大きな差異ではなく、両群とも
大多数を占めた。
　実習回数については、「実習の 3回目で頭に手順が入
ったので、すぐにできました」や「今回 3回目ですごく
おいしく作れました」というように、児童自身が回数に
よる学習効果を認めていた。ただ、限られた時間数の中
であるので、実習を重視するとした場合に、授業の進め
方との兼ね合いで、さらに検討が必要である。
　また、一人実習についても「今日は一人でみそ汁を作
りました」、「今まで一人で料理を作ったことがなくて、
このみそ汁が初めて一人で作った料理でやっぱり自分で
作った料理はとてもおいしかったです」というように、
一人実習についての効果を児童自身が記述しており、複

２．だしの取り方の理解度
　本授業では、だしを取る材料としていりこを使用した。
そこで、いりこだしの取り方を理解しているかどうかを
調べる方法として、「どのようにだしを取ったらよいの
か、いりこの扱い方」について、自由記述による回答を
求めた。様々な回答が見られたので、実際の回答パター
ンから、だしの取り方の基準を次のようにした。すなわ
ち、頭とはらわたをとって水に入れるという回答は（A）
頭・はらわた・水と表示した。水にいれるという回答は
（B）水、頭をとるという回答は（C）頭、はらわたをと
るという回答は（D）はらわた、なべに入れるという回
答は（E）なべとした。その結果を表 6に示した。

　表 6より、いりこだしの取り方の重要なポイントであ
る（A）「頭・はらわた・水」というキーワードを使っ
て解答した児童が、実習重視群では68.0％、統制群では
56.0％と、12.0％の違いがみられた。次に（B）「水」と
回答したものは、実習重視群は8.0％であるのに対して、
統制群では28.0％もの割合を占めた。（C）「頭」、（D）
「はらわた」と回答したものは、実習重視群のみ、（E）
「なべ」と答えたものは、統制群に 8％みられたものの、
そう大きな割合ではなかった。
　これらのことから、実習重視群では当然のことではあ
るが、実習の回数を重ねることによって、だしのとり方
や頭とはらわたをとって水に入れるということを、実感
を伴って理解したことが伺えた。

３．みそ汁の調理の自信
　授業でごはんとみそ汁を調理したことによって、活用
力にも関わることとして、今後自信をもってみそ汁を作
ることできるか否かについて尋ねた。結果は表 7に示し
た。

　表 7より、「とても自信を持って作れる」と回答して
いる児童は、実習重視群では56.0%で、統制群では40.0％

表６　いりこだしの取り方の理解度

表８　感想からみた実習意欲

表７　みそ汁の調理の自信
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り、実を工夫したことや実の入れ方がよかったことによ
って、美味しかったという評価をしていることが読み取
れた。
　また、「作る」という用語には、「自信」、「失敗」、「み
そ汁」、「家」、「家族」という用語が繋がっており、家族
のことを思いながらみそ汁作りをしていたことや、「自
信」と繋がっていることから自信をもってみそ汁を作る
ことができたという記述が多くみられた。
　統制群の 1回目の一人実習の後に記述された感想から
抽出した重要キーワードのマッピングを見ると、「出来
る」という用語を核にしたグループと「美味しい」とい
う用語を核にする 2つのグループに大きく分かれた。「出
来る」という用語の方は、さらに「みそ汁」に繋がって「作
る」、「美味しい」という用語が、みそ汁を美味しく作る
ことが出来たことを示している。また「楽しい」、「よい」
と繋がっていることから、楽しくできたことや出来てよ
かったという達成感を示しているものと考えられる。そ
して、「多い」に繋がる「実」、「かんがえる」という用
語が実を考えて入れることが出来たことを示唆してい
る。
　もう 1つの「美味しい」のグループでは、「心配」や「最
初」に繋がる「不安」という用語から、美味しくできる
かどうか心配したり不安に感じていたりする児童がいた
ことを示唆している。また「じゃがいも」や「薄い」に
繋がる「味」は、みそ汁の味についてのことに関連が示
されていた。これらの分析から、実習重視群と統制群の
授業後の感想を比較すると、実習重視群の家族のために
作る 2回目の一人実習の感想に、家族のために作るとい
う思いが強く現れており、それぞれの家族を想定して実
を工夫した児童が多いことがわかる。一方で、統制群で
は初めての一人実習だったので、実習することに手一杯
の状態だったようである。そのため、家族のためのみそ
汁作りが学習のねらいだったにも関わらず、みそ汁が作
れたことやその味についての感想が中心で、家族に関す
る記述はほとんど見られなかった。
　これらのことから、実習重視群では実習回数が増える

数回のみそ汁の調理をしたことや一人実習をしたこと
は、実習への自信をもつことに繋がったものと考えられ
る。
⑵感想の内容分析
　さらに、児童の立場にたって、基礎的・基本的な知識
及び技能の定着を図る学習方法を明らかにするため、自
由記述によって求めた授業の感想をさらに分析すること
にした。この感想を、質的・量的両面の技法を用いた
内容分析が可能であるソフトウェア（トレンドサーチ
2010）を用いて要素分析による単語（キーワード）抽出
を行った。抽出した単語の重要度を出現頻度やばらつき
によって算出し、単語間の関連度に応じて平面上にマッ
ピングをして、分析を行った。実習重視群の第 1回目の
一人実習を行った後の重要キーワードのマッピングは図
1の通りである。実習重視群の 1回目として行った一人
実習の後に記述された感想から抽出した重要キーワード
のマッピングを見ると、「作る」という用語を核にした
グループと「美味しい」という用語を核にする 2つの
グループに大きく分かれた。「作る」という用語の方は、
さらに「実」と繋がって「考える」、「違う」という用語
が示す、みそ汁の中に入れる実を工夫すること、「家」
と繋がって「サツマイモ」、「甘い」、「味」というように
家庭の味を示唆すること、「量」については「みそ」、「油
揚げ」、「薄い」や「辛い」など、みそ汁の味についても
関連が示されていた。
　もう 1つの「美味しい」というグループでは、「班」
構成のこと、「ねぎ」という実のこと、作り手である「自分」
は「簡単」にできたことを示すものとなっていた。この
ように、美味しいみそ汁を作るために必要な要素が示さ
れており、一人実習を行ったことにより、次の実習に向
けて、課題意識をもったことが分かった。
　実習重視群において 2回目の一人実習を終えた後の感
想から抽出した重要キーワードのマッピングを見ると、
「実」及び「作る」という用語を核にした 2つのグルー
プに大きく分かれた。そして、「実」には「多い」、「変
える」、「よい」、「美味しい」という用語がつながってお

図１　実習重視群の内容分析による重要キーワードのマッピング（ 1回目の一人実習）
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約10％上回っていた。次に、「だしの取り方」について
の記述は、統制群の方が約10％多かったが、みそ汁作り
のポイントであるだしの取り方も含めたみそ汁の作り方
ができると回答した児童が実習重視群の方が多かったこ
とからこのような差が生じたといえる。その他、「実の
選び方」、「材料の切り方」について記述していた児童は、
両群間に大きな違いは見られなかった。

Ⅵ．まとめ

　本論文は、小学校家庭科において基礎的・基本的な知
識及び技能の定着を図る指導のあり方を、食生活領域を
取り上げ授業実践によって、検証することにした。「ご
飯とみそ汁の調理」を題材として授業を実施し、調理
実習の回数の違いによる授業内容を工夫した授業を通し
て、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る指導を工
夫することにした。

ことにより、より自信がつき家族のために実を工夫して
みそ汁作りに取り組むことができたといえる。
⑶技能の定着について
　児童に授業全体を振り返って、できるようになったこ
とについて自由記述を求め、分析した結果が表 9である。

　表 9より、「みそ汁の作り方」ができるというみそ汁
作りのポイント全てを含めて記述している児童は、実習
重視群は34.6％、統制群は25.4％と、実習重視群の方が

図２　実習重視群の内容分析による重要キーワードのマッピング（ 2回目の一人実習）

図３　統制群の内容分析による重要キーワードのマッピング
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　実習後の理解度の調査では、みそ汁の作り方の理解度
を 5段階の自己評価によって求めたところ、実習重視群
と統制群の間であまり差はみられなかった。しかし、い
りこのだしの取り方を自由記述で求めたところ、実習の
回数が多い方が正しく記述している割合が多かった。
　実習後に自分でこれから自信を持ってみそ汁を作るこ
とのできる割合を比較すると、実習の回数が多い方には、
不安と回答する児童がいなかった。実習後の自由記述に
よる感想を比較すると、実習の中で課題を見つけて記述
した割合に差が見られ、家でも作りたい、または肯定的
な感想を記述している児童の割合も、実習の回数が多い
方が高い結果となった。
　これらのことから、調理実習の回数が増えることで、
基礎的・基本的な知識の向上が図れ、調理に対する自信
をつけることができると考えられる。また、実習回数が
多い方が自分の調理上での課題を多く見つけることがで
き、家族に対する思いも強く、家庭での実践の意欲も少
し高くなることが明らかとなった。ただ、実習回数を増
やすことは、時間との兼ね合いがあるので、児童にどん
な力を身に付けさせたいのか、さらに基礎的・基本的な
知識や技能を精選する必要がある。
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